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高校生会に入って 3年 飯村 徹郎(常北) 

私の母 ３年 栗橋 隆太(常北) 

バス停にて ３年 児玉 美憂(水戸五) 

一人一人の個性 ３年 鈴木 清(常北) 

高三の夏休みの過ごし方 ３年 薗部 貴博(双葉台) 

開放骨折について ３年 廣木 心(桂) 

伝えられることの幸せと大切さ ２年 大森 智美(桂) 

仕事を好きになるということ ２年 小林 哲也(常北) 

時間と人生 ２年 坂本 和正(常北) 

祖父から学んだこと ２年 小林 卓矢(桂) 

アルバイトで学んだこと ２年 森田 隆嗣(双葉台) 

部活動を通じて学んだこと １年 石嶋 昂太(飯富) 

私にとっての剣道 １年 鷺 翔瑛(常北) 

常北高校の良いところ １年 高橋 真奈美(常北) 

イジメはやめよう １年 須藤 涼太(常北) 

高校に入ってからの私 １年 所 祐希奈(常北) 

大震災と汚れた写真 １年 長島 利菜(常北) 

 
･最優秀賞の飯村君が､原稿を暗記して､ずっと正面を向いて話していたのが立派だったと思いました。 

･発表した人たちは､あんなに大勢の前で自分の気持ちをはっきり言えて､素晴らしいと思いました。 

･自分もリーダーの立場になったときは､がんばりたいと思いました。 

･発表した人の話がどれも感動的だったので､少し泣きそうになりました。 

･弁論大会をきっかけに、今までの日常生活を考え直したいと思いました。 

 今年で第６回となる校内弁論大会が開催されまし
た。各クラスから選ばれた 17 名の出場者はそれぞれ
熱弁を振い、全校生徒と職員に大きな感動を与えまし
た。審査員には､地元中学校の校長先生など 3 名をお
招きし､本校校長・教頭含め 5 人の審査で①主題､②内
容､③表現力(文章・話し方)､④態度(目線・表情・身振

りなど)について審査しました。その結果、最優秀賞は
飯村徹郎君(３年)、優秀賞は鈴木清(さや)さん(３年）、
優良賞は須藤涼太君(１年)に決まりました。 
 最優秀賞に選ばれた飯村君の原稿全文は､城里町の
広報誌「しろさと」１月号に全文掲載の予定です。 
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（カッコ内は出身中学校） 

3 泊 4 日の日程で､2 年生が沖縄へ修学旅行に行きました。山城
本部壕､ひめゆりの塔､平和祈念公園見学などの平和学習と共に､
タクシー利用の班別自主研修など､沖縄の自然・文化・風土を存
分に体験し､素晴らしい思い出をつくりました。 


